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ルーブリックの概略説明

松永賢次（専修大学ネットワーク情報学部）

1

ここで紹介するルーブリックの開発経
緯
• 2016～2018年度に，
大阪大学，東京大学，情報処理学会による
「情報学的アプローチによる「情報科」大学入学者選抜におけ
る評価手法の研究開発」での成果の一つが
ここに紹介するルーブリック

• この研究開発では，「思考力・判断力・表現力」を測定できる
入試問題を開発することが，重要なテーマ

• ルーブリックは，そのためのツールの一つ

2

ルーブリックの概要

• 12の分野
• 新学習指導要領の高校共通教科の情報Ⅰの内容をカバー

• 学習指導要領の項目とは1対１になっていないが，わかりやすい名称

• 6段階のレベル(1-1, 1-2, 2-1, 2-2, 3, 4）
• レベルが高いほど，より高い「思考力，判断力，表現力」が必要

• 「こういったことができる」ことを試す問題を作ることで，「思考力，判断力，
表現力」を測定できることを期待している

• 大学が，どういった分野に対して，どのレベルの入試問題を出題するか
⇒入学生にどのレベルまで期待するのか を示すことになると考える。

3

思考力・判断力・表現力の恣意的定義
思考力Tr （自分にとって必ずしも馴染みのない）記述を読んで意味

を理解する力

思考力Tc （一見関連が分からないところから）結び付きを見出す力

思考力Td （Tcで結び付きを発見したものを含めた事項の集まりに対
して）直接に示されていない事柄を発見する力

思考力Ti （Tc/Tdで発見したものを含めた）事柄・事項の集まりに対
し推論を適用する力

判断力Ju （優先順位付けを含め）複数の事柄の中から，与えられた
基準において上位ないし下位のものを選択する力

表現力Ex （与えられた基準において有用な）表現を構築／考案／創
出する力

久野靖：思考力・判断力・表現力を測るには？

http://www.ipsj.or.jp/magazine/9faeag0000005al5-att/58-8peta.pdf
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ルーブリックの対象とする共通教科情報の
分野（情報Ⅰとの比較）
提案ルーブリック分野

法／制度・倫理

メディアとコミュニケーション

情報デザインとコンテンツ

コンピュータの仕組み

デジタル表現

アルゴリズムとプログラミング

シミュレーション

ネットワークの仕組み

情報システム

データベース

データ分析

情報セキュリティ

新学習指導要領 情報Ⅰ

情報社会の問題解決 （ア）

情報社会の問題解決 （イ）

情報社会の問題解決 （ウ）

コミュニケーションと情報デザイン （ア）

コミュニケーションと情報デザイン （イ）

コミュニケーションと情報デザイン （ウ）

コンピュータとプログラミング （ア）

コンピュータとプログラミング （イ）

コンピュータとプログラミング （ウ）

情報通信ネットワークとデータの利用 （ア）

情報通信ネットワークとデータの利用 （イ）

情報通信ネットワークとデータの利用 （ウ）

5

ルーブリック
「アルゴリズムとプログラミング(A/P)
1-1 与えられたA/Pの記述を認識できる

1-2 与えられたA/Pの動作をトレースできる

2-1 与えられたA/Pの動作を説明できる

2-2 与えられたA/Pを、指示された動作になるよ
うに修正できる（デバッグを含む）

3 与えられた目的に応じた機能を満たすプロ
グラムを設計・作成できる

4 与えられた目的に応じた機能・要求をより
良く満たすようにプログラムを評価・改善で

きる

与えられた目的を達成でき
るように，知識を応用し，
TJEできる。

評価・改善できる。

記述された対象に対して，
知識を利用し，TJし，確認
してEできる。

対象領域の言葉で記述することで，解釈が容易になる
番号が大きいほど，より高いTJEが必要となることを想定している

6
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2

ルーブリック
「アルゴリズムとプログラミング(A/P)

別の軸として以下の軸が
考えられる

• どのような文法事項を
使用できるか（知識の
多さ）

• どのようなライブラリを
使用できるか（知識・ス
キルの多さ）

• どのような対象・目的の
A/Pを作るのか（対象の
大きさ、複雑さなど）

• どのような計算概念の
A/Pなのか（概念の理
解の容易さ）

1-1 与えられたA/Pの記述を認識できる

1-2 与えられたA/Pの動作をトレースできる

2-1 与えられたA/Pの動作を説明できる

2-2 与えられたA/Pを、指示された動作になるよ
うに修正できる（デバッグを含む）

3 与えられた目的に応じた機能を満たすプロ
グラムを設計・作成できる

4 与えられた目的に応じた機能・要求をより
良く満たすようにプログラムを評価・改善で

きる

7

新学習指導要領 情報Ⅰ

情報社会の問題解決

知識・理解 思考力・判断力・表現力

（ア）

情報やメディアの特性を踏まえ，

情報と情報技術を活用して問
題を発見・解決する方法を身に

付けること。

目的や状況に応じて，情報と情報技術

を適切かつ効果的に活用して問題を発
見・解決する方法について考えること。

（イ）

情報に関する法規や制度，情

報セキュリティの重要性，情報
社会における個人の責任及び

情報モラルについて理解するこ

と。

情報に関する法規や制度及びマナーの

意義，情報社会において個人の果たす
役割や責任，情報モラルなどについて，

それらの背景を科学的に捉え，考察す

ること。

（ウ）

情報技術が人や社会に果たす

役割と及ぼす影響について理
解すること。

情報と情報技術の適切かつ効果的な活

用と望ましい情報社会の構築について
考察すること。

8

新学習指導要領 情報Ⅰ

コミュニケーションと情報デザイン

知識・理解 思考力・判断力・表現力

（ア）

メディアの特性とコミュニケー

ション手段の特徴について，そ
の変遷も踏まえて科学的に理

解すること。

メディアとコミュニケーション手段の関係

を科学的に捉え，それらを目的や状況
に応じて適切に選択すること。

（イ）

情報デザインが人や社会に果

たしている役割を理解すること。

コミュニケーションの目的を明確にして，

適切かつ効果的な情報デザインを考え
ること。

（ウ）

効果的なコミュニケーションを

行うための情報デザインの考え
方や方法を理解し表現する技

能を身に付けること。

効果的なコミュニケーションを行うため

の情報デザインの考え方や方法に基づ
いて表現し，評価し改善すること。

9

新学習指導要領 情報Ⅰ

コンピュータとプログラミング
知識・理解 思考力・判断力・表現力

（ア）

コンピュータや外部装置の仕組み

や特徴，コンピュータでの情報の内
部表現と計算に関する限界につい

て理解すること。

コンピュータで扱われる情報の特徴

とコンピュータの能力との関係につ
いて考察すること。

（イ）

アルゴリズムを表現する手段，プロ

グラミングによってコンピュータや
情報通信ネットワークを活用する

方法について理解し技能を身に付

けること。

目的に応じたアルゴリズムを考え適

切な方法で表現し，プログラミングに
よりコンピュータや情報通信ネット

ワークを活用するとともに，その過程

を評価し改善すること。

（ウ）

社会や自然などにおける事象をモ

デル化する方法，シミュレーション
を通してモデルを評価し改善する

方法について理解すること。

目的に応じたモデル化やシミュレー

ションを適切に行うとともに，その結
果を踏まえて問題の適切な解決方

法を考えること。
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新学習指導要領 情報Ⅰ

情報通信ネットワークとデータの利用

知識・理解 思考力・判断力・表現力

（ア）

情報通信ネットワークの仕組みや

構成要素，プロトコルの役割及び
情報セキュリティを確保するための

方法や技術について理解すること。

目的や状況に応じて，情報通信ネッ

トワークにおける必要な構成要素を
選択するとともに，情報セキュリティ

を確保する方法について考えること。

（イ）

データを蓄積，管理，提供する方

法，情報通信ネットワークを介して
情報システムがサービスを提供す

る仕組みと特徴について理解する

こと。

情報システムが提供するサービスの

効果的な活用について考えること。

（ウ）

データを表現，蓄積するための表

し方と，データを収集，整理，分析
する方法について理解し技能を身

に付けること。

データの収集，整理，分析及び結果

の表現の方法を適切に選択し，実行
し，評価し改善すること。
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法
／
制
度
・倫
理

情
報
セ
キ
ュリ
ティ

シ
ミュ
レー
シ
ョン
（
モ

デ
ル
化
含
む
）

メデ
ィア
とコ
ミュ
ニケ
ー

シ
ョン

情
報
デ
ザ
イン
とコ
ンテ

ンツ
デ
ジ
タル
表
現

情
報
シ
ステ
ム

デ
ー
タベ
ー
ス

コン
ピュ
ー
タの
仕
組
み
ネ
ット
ワ
ー
クの
仕
組
み
アル
ゴリ
ズ
ム
とプ
ログ

ラミ
ング

デ
ー
タ分
析

1 法
／
制
度
・倫
理
に

関
す
る記
述
を
理
解

し、
質
問
に答
えら
れ

る

1-
1
情
報
セ
キ
ュリ
ティ
に
関

す
る記
述
を読
ん
で
、

質
問
に答
えら
れ
る

1-
1
与
えら
れ
たモ
デ
ル
とそ

の
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
⽅

法
に関
す
る質
問
に
答

えら
れ
る

1-
1
与
えら
れ
た
メデ
ィア
に

関
す
る
質
問
に
答
え
ら

れ
る

1-
1
与
えら
れ
たコ
ンテ
ンツ

が
表
して
い
る情
報
を

理
解
し、
質
問
に答
え

られ
る。

1-
1
与
えら
れ
たデ
ジ
タル

表
現
に関
す
る質
問
に

答
えら
れ
る

1-
1
与
えら
れ
た情
報
シ
ス

テム
に関
す
る質
問
に

答
えら
れ
る

1-
1
与
えら
れ
たデ
ー
タベ
ー

スへ
の
問
い
合
わ
せ
に

関
す
る質
問
に答
えら

れ
る

1-
1
コン
ピュ
ー
タの
ハ
ー
ド

ウ
ェア
・ソ
フト
ウ
ェア
の

機
能
に関
す
る
質
問
に

答
えら
れ
る

1-
1
与
えら
れ
たネ
ット
ワ
ー

クの
構
成
とそ
の
構
成

要
素
に関
す
る
質
問
に

答
えら
れ
る

1-
1
与
えら
れ
たア
ル
ゴリ
ズ

ム
・プ
ロ
グラ
ム
の
記
述

を
認
識
で
き
る

1-
1
デ
ー
タを
収
集
し
整

理
・整
形
す
る
こと
が
で

きる

1-
2
与
えら
れ
た⽅
法
で
情

報
セ
キ
ュリ
テ
ィを
確
保

で
き
る

1-
2
与
えら
れ
たモ
デ
ル
を

与
えら
れ
たシ
ミュ
レー

シ
ョン
⽅
法
に
よっ
て、

⼩
さい
例
に
対
し
て
⼿

計
算
した
り、
表
計
算

な
どに
よっ
て
実
⾏
し
た

りす
るこ
とが
で
きる

1-
2
与
えら
れ
た
メデ
ィア
の

性
質
、特
徴
な
どに
つ

い
て説
明
で
き
る

1-
2
与
えら
れ
たコ
ンテ
ンツ

の
⽬
的
と期
待
され
る

効
果
を
説
明
で
きる

1-
2
与
えら
れ
た⽅
法
で
デ

ジ
タル
表
現
を⽣
成
・

変
換
で
きる

1-
2
与
えら
れ
た情
報
シ
ス

テム
の
利
⽤
⽅
法
を

説
明
で
きる

1-
2
与
えら
れ
たデ
ー
タベ
ー

スに
どの
よう
に問
い
合

わ
せ
たら
よい
か
答
えら

れ
る

1-
2
コン
ピュ
ー
タの
ハ
ー
ド

ウ
ェア
・ソ
フト
ウ
ェア
が

動
作
す
る
仕
組
み
を

説
明
で
き
る

1-
2
与
えら
れ
たネ
ット
ワ
ー

クの
動
き
を
トレ
ー
スで

きる

1-
2
与
えら
れ
たア
ル
ゴリ
ズ

ム
・プ
ロ
グラ
ム
の
動
作

をト
レー
ス
で
きる

1-
2
整
理
・整
形
され
た

デ
ー
タに
対
し
て、
指

定
され
た⽅
法
で
モ
デ

ル
化
や
デ
ー
タ処
理
を

⾏
うこ
とが
で
き
る

2-
1
法
／
制
度
・倫
理
に

関
す
る記
述
を
具
体

的
な
場
⾯
に適
⽤
し
て

考
える
こと
が
で
きる

2-
1
情
報
セ
キ
ュリ
ティ
を確

保
す
る⽅
法
を
説
明

で
き
る

2-
1
与
えら
れ
たモ
デ
ル
とそ

の
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
⽅

法
につ
い
て説
明
で
き

る

2 与
えら
れ
た
メデ
ィア
を

⽤
い
て
、そ
の
特
徴
を

⽣
か
した
コミ
ュニ
ケー

シ
ョン
が
で
き
る

2-
1
与
えら
れ
たコ
ンテ
ンツ

の
基
に
な
った
情
報
デ

ザ
イン
の
考
え⽅
や
⼿

法
を理
解
し、
説
明
で

きる

2 与
えら
れ
たデ
ジ
タル

表
現
につ
い
て説
明
で

きる

2-
1
与
えら
れ
た情
報
シ
ス

テム
の
利
便
性
と問
題

点
を説
明
で
きる

2-
1
与
えら
れ
たデ
ー
タベ
ー

スの
利
点
と問
題
点
を

説
明
で
きる

2-
1
コン
ピュ
ー
タの
ハ
ー
ド

ウ
ェア
・ソ
フト
ウ
ェア
の

性
質
・特
徴
を
説
明
で

きる

2-
1
与
えら
れ
たネ
ット
ワ
ー

クの
性
質
、特
徴
、問

題
点
な
どを
説
明
で
き

る

2-
1
与
えら
れ
たア
ル
ゴリ
ズ

ム
・プ
ロ
グラ
ム
の
動
作

を
説
明
で
き
る

2-
1
モ
デ
ル
化
や
デ
ー
タ処

理
によ
って
、デ
ー
タを

解
釈
・表
現
す
る
こと

が
で
き
る

2-
2
与
えら
れ
た条
件
を満

たす
規
則
／
制
度
・倫

理
基
準
を
提
案
で
きる

2-
2
⽰
され
た
情
報
セ
キ
ュ

リテ
ィを
確
保
す
る
⽅

法
を、
指
⽰
され
た
条

件
にあ
わ
せ
て修
正
で

きる

2-
2
与
えら
れ
たモ
デ
ル
もし

くは
シ
ミュ
レー
シ
ョン
⽅

法
を、
指
⽰
され
た
⽬

的
に沿
うよ
うに
修
正

で
き
る

2-
2
与
えら
れ
たコ
ンテ
ンツ

の
基
に
な
った
情
報
デ

ザ
イン
が
、伝
達
した

い
情
報
と合
致
して
い

るか
評
価
し、
改
善
で

きる

2-
2
与
えら
れ
た情
報
シ
ス

テム
の
問
題
点
に対

応
で
きる

2-
2
与
えら
れ
たデ
ー
タベ
ー

スの
問
題
点
を修
正

で
き
る

2-
2
指
⽰
に従
って
コン

ピュ
ー
タの
ハ
ー
ドウ
ェ

ア
・ソ
フト
ウ
ェア
の
構

成
を
改
善
で
き
る

2-
2
与
えら
れ
たネ
ット
ワ
ー

クを
、指
⽰
され
た機

能
を
持
つよ
うに
修
正

で
き
る

2-
2
与
えら
れ
たア
ル
ゴリ
ズ

ム
・プ
ロ
グラ
ム
を
、指

⽰
され
た動
作
にな
る

よ
うに
修
正
で
き
る

（
デ
バ
ッグ
を
含
む
）

2-
2
異
な
る
⽬
的
に沿
っ

て、
指
定
され
たモ
デ

ル
化
や
デ
ー
タ処
理
の

⽅
法
を
適
切
に変
更
・

拡
張
し
、デ
ー
タを
解

釈
・表
現
す
る
こと
が
で

きる

3 与
えら
れ
た⽬
的
に応

じて
規
則
／
制
度
・倫

理
基
準
を
提
案
で
きる

3 与
えら
れ
た⽬
標
に
応

じて
、既
存
の
情
報
セ

キ
ュリ
テ
ィ⼿
段
を選

択
し
、活
⽤
で
き
る

3 与
えら
れ
た⽬
的
に
応

じて
モデ
ル
を
構
築
し
、

その
シ
ミュ
レー
シ
ョン

⽅
法
を設
計
し
実
⾏

で
き
る

3 与
えら
れ
た
メデ
ィア
を

⽤
い
て
、コ
ミュ
ニケ
ー

シ
ョン
の
た
め
に
有
効
な

⽅
法
を
設
計
で
きる

3 与
えら
れ
た⽬
的
に応

じて
、伝
達
した
い
情

報
を、
コン
テン
ツと
し

てデ
ザ
イン
・制
作
で
き

る

3 与
えら
れ
た⽬
的
に応

じて
適
切
な
デ
ジ
タル

表
現
を選
択
で
きる

3 与
えら
れ
た⽬
標
に応

じて
、情
報
シ
ステ
ム

の
改
善
案
を提
案
で

きる

3 与
えら
れ
た課
題
に応

じて
、デ
ー
タベ
ー
ス
を

作
成
で
きる

3 与
えら
れ
た⽬
的
に応

じて
コン
ピュ
ー
タの

ハ
ー
ドウ
ェア
・ソ
フト

ウ
ェア
を
構
成
で
き
る

3 与
えら
れ
た機
能
を
満

たす
ネ
ット
ワー
クを
設

計
で
き
る

3 与
えら
れ
た⽬
的
に応

じ
た機
能
を
満
たす
プ

ロ
グラ
ム
を
設
計
・作

成
で
き
る

3 デ
ー
タの
よ
り効
果
的

な
解
釈
・表
現
の
ため

に、
モ
デ
ル
化
や
デ
ー
タ

処
理
の
⽅
法
を
⽐
較

し
て、
よ
り適
切
な
も
の

を
選
択
す
る
こと
が
で
き

る
4 法
／
制
度
・倫
理
に

関
して
ジ
レン
マ
が
あ
る

状
況
にお
い
て
、多
く

の
⼈
が
合
意
で
き
る規

則
／
制
度
・倫
理
基

準
を提
案
で
き
る

4 情
報
セ
キ
ュリ
ティ
の
レ

ベ
ル
を
向
上
させ
るた

め
に、
情
報
セ
キ
ュリ

ティ
⼿
段
を改
善
で
き

る

4 与
えら
れ
た尺
度
に
応

じて
より
良
い
モデ
ル
を

構
築
した
り、
よ
り良
い

シ
ミュ
レー
シ
ョン
⽅
法

を設
計
した
りす
るこ
と

が
で
き
る

4 与
えら
れ
た
⽬
的
に
応

じて
複
数
の
メデ
ィア
を

効
果
的
に
組
み
合
わ

せ
た⽅
法
を
設
計
で
き

る

4 与
えら
れ
た⽬
的
に応

じて
、よ
り効
果
が
得
ら

れ
るよ
うに
コン
テン
ツ

の
情
報
デ
ザ
イン
を評

価
・改
善
で
きる

4 与
えら
れ
た課
題
に応

じて
、⽬
標
の
設
定
を

含
め
て、
情
報
シ
ステ

ム
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る

4 与
えら
れ
た課
題
に応

じて
、⽬
標
の
設
定
を

含
め
て、
デ
ー
タベ
ー
ス

をデ
ザ
イン
で
きる

4 与
えら
れ
た⽬
的
を
よ

り良
く満
たす
コン

ピュ
ー
タの
ハ
ー
ドウ
ェ

ア
・ソ
フト
ウ
ェア
を
構

成
で
き
る

4 与
えら
れ
た機
能
・要

求
を
よ
り良
く満
たす

ネ
ット
ワ
ー
クを
設
計
で

きる

4 与
えら
れ
た⽬
的
に応

じ
た機
能
・要
求
を
よ

り良
く満
たす
よ
うに
プ

ロ
グラ
ム
を
評
価
・改

善
で
き
る

4 モ
デ
ル
化
や
デ
ー
タ処

理
の
結
果
を
評
価
し
、

モ
デ
ル
化
や
処
理
，

解
釈
・表
現
の
⽅
法
を

改
善
す
る
こと
が
で
き
る
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